














































































































































































左から　図２　花瓶図案（部分）（AN.3660‒3）　	 	 	 	 	 図３　Dining	Room	Suit（部分）（AN.3660‒14）
	 	 	 	 図４　TABLE	CLOTH（部分）（AN.3660‒19）　	 図５　飾棚図案（部分）（AN.3658‒37）
















































































































る点である。例えば，ペンダントには「Pendant m. gold, opal」，ハンドバッグには「Purse 





































































７ 緒方康二「明治とデザイン    京都高等工芸学校図案科の創立   」『夙川学院短期大学研究紀要７』
p. 28（夙川学院短期大学，1982年）




10 宮島久雄「武田五一の図案教育    京都高等工芸学校図案科史２   」p. 46（京都大学研究紀要19，
1998年）
11 宮島久雄「武田五一の図案教育    京都高等工芸学校図案科史   」p. 4（京都大学研究紀要18，
1997年）
12，13 清水愛子「工芸の近代化における建築家の役割について    武田五一の図案指導（マルホフ式図
案）をてがかりに   」『建築史学』39号　p. 6（建築史学会編，2002年）
